
平成 20 年度試験研究成果書 

区   分 普  及 題  名 イブキジャコウソウ栽培マニュアル 

［要約］イブキジャコウソウを活用した雑草防除法の早期普及拡大により、本県稲作の省力・低コ

スト化と農村環境の向上に資するため、現地で容易に増殖・植栽が出来るよう、栽培マニュアル

を作成した。 
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１ 背景とねらい 

  本県は、中山間地域の水田が多く、基盤整備時に長大法面が形成され、法面の除草作業が大きな

負担となっている。近年は、農業従事者の高齢化と担い手不足が深刻化し、全県的に水田法面除草

作業の軽減が求められている。 

また、平成 19 年度から実施されている農地・水・環境保全向上対策の中の活動内容にもグラウン

ドカバープランツによる法面被覆も取り上げられている。イブキジャコウソウは寒冷地の雑草抑制

に効果があることが確認されていることから、イブキジャコウソウを活用した雑草防除方法が報道

されて以来、大規模農家、集落営農組織等の生産者をはじめ、農業関係機関団体から、早期にイブ

キジャコウソウを植栽したい希望が多く寄せられている。 

このため、現地で容易に増殖・植栽が出来るよう「イブキジャコウソウ栽培マニュアル」を作成

し、本県稲作の省力・低コスト化と農村環境の向上に資する。 

２ 成果の内容 

イブキジャコウソウの育苗と現地植栽の実証技術を体系的に整理するとともに、写真を用いて分

かりやすく解説した栽培マニュアルを作成した。 

(1) 挿し木増殖 

   挿し木床準備、挿し穂の採取方法、挿し穂の調整方法等 

(2) 育苗管理 

   ハウス育苗の管理方法（温度管理、水管理、遮光、肥培管理） 

(3) 植栽管理 

定植前の準備、定植間隔、灌水、追肥、除草の方法 

(4) 栽培ごよみ 

時期別作業内容と予想される被覆度の推移を図で表示している。 

３ 成果活用上の留意事項 

(1) イブキジャコウソウは木本類に属し、草丈が高いため、水田畦畔の利用には適さない。 

(2) 本県の多様な自然条件下における生育特性を把握するとともに、県内への早期普及を図るため、

「イブキジャコウソウ現地実証圃」を設置する。同実証圃の設置を希望する場合は、農業研究セ

ンターから母株を提供するので、所長あてに実証圃設置申込書を提出すること。なお、母株を提

供する範囲は、岩手県内に限る。 

４ 成果の活用方法等 

(1) 適用地帯又は対象者    県下全域 

(2) 期待する効果 

   ア 圃場・水路・農道法面の除草作業の省力化 

イ 農村景観・環境の改善 

５ 当該事項に係る試験研究課題 

 （H20-40）イブキジャコウソウによる基盤整備直後の水田法面管理実証［H20-21］ 
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